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研究成果の概要（和文）：本研究では、BE動詞は英語の通時的過程の中で文法化した結果できたものであること
を、英語の歴史的言語コーパスに基づき実証的に論じた。具体的には、YCOEを資料として、古英語期に、「存
在」の意味を持つ本動詞のBEがPredPの主要部となるコピュラやPassivePの主要部となる助動詞に文法化したこ
とを論じ、PPCME2, PPCEME等を資料として、中英語以降、こうしたBE動詞が主要部となる機能投射構造が確立し
たことを論じた。また、Google Books, EEBO, COHA等を資料として、近代英語以降、BE動詞が主要部を占める
PerfectPが急速に衰退したことを検証した。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the grammaticalization of the verb BE and, with the 
statistical analysis of the historical corpora of English (YCOE, PPCME2, PPCEME, etc.), discussed 
that it grammaticalized in the historical change from Old English to Modern English. Specifically, 
it was argued that the main verb BE meaning ‘exist’ grammaticalized into a copula, which was the 
head of PredP and the head of PassiveP, in the Old English period and after the Middle English 
period it was established as the head of Functional Projections. Furthermore, with the statistical 
analysis of Modern English Corpora such as Google Books, EEBO and COHA, it was argued that PerfectP 
whose head was the auxiliary verb BE declined rapidly after the Modern English period.

研究分野：英語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
BE動詞は、英語の最も基本的な動詞であるがその機能は多岐に渡り、如何にしてこうした変化が生じたかについ
ては実証的研究が少なく、更なる研究が望まれていた。本研究では、最新の言語理論（極小主義理論等）に基づ
く考察と近年着目されている進化言語学の視点に立脚し、文法化に基づく新たな見解を示したのものである。ま
た、その際、英語の歴史的言語コーパスを利用して、実証的側面からも計量的議論を行った。今後の歴史言語研
究に新たな視点を加えたことが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究の土台となる「文法化(Grammaticalization)」の考え方は、２０世紀初頭に Meillet(1912)により提唱されたもので

あるが、1980 年代から再び脚光を浴び、Hopper and Traugott (2003[1993])により通時的及び共時的研究として確固

とした研究分野として確立している。その後も、研究の裾野が広がり続けており、現在でも強い関心を集めている

(Narrog and Heine (2011, 2021)等)。 

 その中心となる主張に、Lexical Items(LI)から Functional Items(FI)への一方向的変化があり、BE動詞もまた、LI（「存

在」の本動詞 BE）から FI（受動態、完了形、進行形の助動詞 BE）へと変化してきた。実際、これまでも受動態、完了

形、進行形の発達については、多くの英語の通時的研究（伝統文法的及び文献学的研究としては、Jespersen(1909-

49),Visser (1963-73),Mitchell (1985), Denison (1993)など、近年の理論的研究としては、van Gelderen (2004, 2011), 

Roberts (2007), Roberts and Roussou (2003)など）が存在し、様々な議論がなされてきた。しかしながら、こうした研究

の多くは、それぞれの言語事象に特化した議論で、その背後にある BE 動詞の役割についてはほとんど考察が行わ

れていない。 

 そこで、本研究では、2014年に出版した拙著（保坂(2014)）において主張した機能投射構造(Functional Projection、

以下 FP とする)の創発が、こうした BE 動詞の文法化と深く関わることを、経験的資料をもとに実証的に論じていく。具

体的には、図１に示す BE 動詞の文法化過程が想定される。 

 

図１ BE 動詞の文法化 

すなわち、存在の BE 動詞からコピュラへと文法化し、やがて助動詞 BE に再度文法化したという変化である。また、こ

の変化の背後には、存在の本動詞である BE が叙述構造(Predication)を形成する機能投射構造 PredP の主要部とな

り、やがて、受動態、進行相、完了相の素性を主要部とする機能投射構造 PassiveP や ProgressiveP が創発したと考

えられる。そして、これこそ、現代英語の BE 動詞が３つの様態で現れている要因と想定される。こうした仮説の妥当性

を、本研究にて実証的に検討する。 

 

２．研究目的 

現代英語の BE 動詞は、本動詞、コピュラ(連結詞)、助動詞という文法的に異なる意味・機能を持ち、その使用範囲も

広い。しかし、なぜこうした 3 つの形式で BE 動詞が存在しているかについての共時的及び通時的な総合的研究は

十分なされているとは言えない。そこで、本研究では、こうした BE 動詞の多様な用法は、英語の通時的変化の中で、

BE 動詞が文法化した結果であるとし、その過程について共時的及び通時的に詳細な分析を行うものである。特に英

語は、受動態、進行形、完了形においても、BE 動詞は重要な役割を担っており、それぞれの通時的発達については



これまでも多くの研究がなされている。本研究では、こうした助動詞用法の発達の背後にも、BE 動詞の文法化が深く

関わっていることを明らかにし、統一的な説明を目指すものである。  

 

３．研究の方法 

本研究は、理論的研究方法と実証的研究方法の両側面を持つ研究である。前者に関しては、極小主義的視点と進

化言語学的視点を融合し、新たな言語理論的考察を行っている。また、後者に関しては、各種通時的言語コーパス

（YCOE, PPCME2, PPCEME, Google Books, EEBO, COHA 等）利用して計量的分析を行い、本研究で提示した仮

説の妥当性を検証した。 

 

４．研究成果 

 2017 年度では、まず、BE 動詞の用法についての基本的文献を集め考察を行った。対象とした研究は、Bowers 

(1993), den Dikken (2006), Heggie (1988), Moro (1997, 2000), Pustet (2003), Progovac (2015), Williams (1994, 2003)

等多岐にわたる。特に BE 動詞がコピュラとしてどのような機能を有しているかに関して考察を進め、Bowers や Moro

等が仮定するPredPの構造の中核をなすと考える。その上で、こうした機能投射構造が如何に創発したかについて次

のような実証的な議論を行った。2017 年５月の日本英文学会では、「機能範疇創発のメカニズム」の題目のもと、コピ

ュラのBEが PredPの主要部であることをYCOE等のコーパスをデータとして検証を行った。なお、その際の議論は日

本英文学会第８９回大会プロシーディングに掲載された。また、同年７月の英国リーズ大学で開催された International 

Medieval Congress においては、“Ambiguity between the BE Perfect and the BE Passive in Old English”の題目のも

と、古英語における BE+過去分詞の構文の意味と構造について、古英語の福音書マタイ伝を資料として、議論を行っ

た。その際、古英語訳の原文であるラテン語との比較を通して、古英語の BE+過去分詞の構造的曖昧性について詳

細に分析を行った。 

 2018 年度では、BE+現在分詞と BE+過去分詞が、それぞれ現在進行形及び受動態として確立する過程に関して、

自作の聖書の時代別パラレルコーパスに基づき、考察を進めたものである。また、特にその萌芽的状況にあった古英

語に焦点をあて、現在進行形や受動態の構造が確立する以前にどのような構造を想定すべきであるかを考察した。

その成果は、2018年 5月に出版された『英語学が語るもの』(くろしお出版)の中に収められた論考「変幻自在なBE動

詞の謎」として発表した。本論文では、古英語において、BE+現在分詞及び BE+過去分詞にそれぞれ、4 つの用法

(Appositive, Verbal, Adjectival, Nominal)があったことを確認し、統語的には本動詞の BE を中心とした構造、コピュラ

の BE を中心とした構造に分類可能であることを論じた。また、中英語に Passive 構造([FP NP [F' BE+F<Top> [FP NP [F' 

BE+F<Pass> [VP NP PP(=V)]]]]] )が確立し、近代英語期に Progressive 構造([FP NP [F' BE+F<Top> [FP NP [F' BE+F<Prog> [VP 

NP PrP(=V)]]]]] )が確立したと主張した。受動態と進行形の発達を説明する新たな視点であり、更なる研究に繋がるも

のである。  

 2019 年度では、当初BE+過去分詞を含む構文について古英語のみを中心に分析を行う予定であったが、それまで

の２年間で既に古英語・中英語の BE+過去分詞の構造についてはある程度考察を進めているため、古英語から近代

英語までの同構造について分析を行うこととした。特に、BE＋過去分詞の完了用法の盛衰に着目し、古英語・中英語

においては自動詞の過去分詞と共に使われることが多かった同構文が、近代英語以降、急速に衰退する状況を詳細

に分析した。その際、言語資料として、従来のYCOE、PPCME2、PPCEME等の小規模コーパス（各150万語程度）だ



けではなく、EEBO（約 7.5 億語）、COHA（約 4億語）、Google Books（約 4,680 億語）の大規模コーパスを用いた調査

を行った。その結果、1800 年以降、go 等の一定の動詞を除いて BE+過去分詞の完了構文が急速に衰退する様子を

細かく捉えることが可能となった。なお、本研究結果は、2019 年 12 月に開催された日本人間行動進化学会（明治学

院大学）、日本歴史言語学会（広島大学）、2020 年 1 月に開催された国際学会 ISALR（別府）にて、発表を行った。ま

た、同時に、英語における機能投射構造の通時的発達に関する理論的考察として、その創発現象的側面の研究を

行い、形式理論的考察と認知意味論的考察の双方の重要性を論じた。なお、その研究結果は、2020 年 3 月に開催

された国際学会HICELLS（ハワイ大学）にて、発表を行った。 

 2020 年度は、BE+過去分詞を含む構文について中英語のみを中心に分析を行う予定であった。しかしながら、当初

の２年間で既に古英語・中英語の BE+過去分詞の構造についてはある程度考察を進めているため、当該年度も前年

度に引き続き古英語から近代英語までの同構造の変化全般について分析を行うこととした。特に、BE＋過去分詞の

完了用法を HAVE＋過去分詞の完了用法と比較し、近代英語以降、急速に衰退する状況を詳細に分析した。その

際、言語資料として、EEBO、COHA、Google Books の大規模コーパスを主に用いて調査を行った。その結果、1775

年から 1825 年にかけて急速にHAVE完了の頻度が高まり、この間に BE完了から HAVE完了への変遷が起きたこと

が実証できた。なお、本研究結果は、2020 年６月に開催された人工知能学会全国大会（オンライン）、及び同年７月

に開催された 6th International Conference on Computational Social Science（国際学会、オンライン）にて口頭発表を

行い、『歴史言語学』第９号、及び EVOLANG XIII Proceedings にて論文として公表した。 

 2021 年度は、BE＋現在分詞・過去分詞を含む構文について近代英語を中心に分析を行う予定であった。しかしな

がら、これまでの４年間で既に古英語・中英語・近代英語の BE+現在分詞・過去分詞の構造についてある程度考察を

進めているため、近代英語を含めた通史的研究を行うこととした。また、当該年度は研究期間の最終年度にあたるた

め、英語の BE 動詞の文法化に関する総括的議論を行う予定であったが、新型コロナ感染症の拡大に伴い、国内外

での研究発表の機会が限定され、予定していた研究活動が停滞せざるを得なかったため、研究期間を１年延長する

こととした。そのため、総括的議論は次年度行うこととなった。この間、特に注力した研究は、BE 動詞が他の助動詞と

共に形作る多重連鎖構造の分析である。現代英語では、He might have been skinned alive.のような多重助動詞構造

が観察されるが、古英語や中英語での使用は限定的なものであった。特に古英語では、法助動詞＋BE＋過去分詞

が多勢を占め、その後、完了形や進行形との共起が見られるようになることが確認された。これは、構造的見地からす

ると、AuxP と PassiveP の出現のあと、PerfectP や ProgressiveP が出現したと想定されるものであり、適応的言語進化

の好例であると考えられる。こうした点に関して、日本英文学会や米国言語学会(LSA)にて研究発表を行った。 

 2022 年度では、中英語及び近代英語の BE＋現在分詞・過去分詞を含む構文を対象として研究を行った。また、当

該年度は研究期間の最終年度にあたるため、英語のBE動詞の文法化に関して総括的な議論をおこない、本研究成

果をまとめる準備期間とした。この間、特に注力した研究は、BE 動詞が他の助動詞と共に形作る多重連鎖構造の分

析である。現代英語では、He might have been being bullied.のような多重助動詞構造が観察されるが、古英語や中英

語での使用は限定的なものであり、その後、完了形や進行形との共起が見られるようになることが確認された。なお、

通時的言語コーパス（PPCME2 及び PPCEME）を用いて、中英語になると、法助動詞＋BE/HAVE＋過去分詞/現在

分詞の語順が大部分を占めるようになり、近代英語ではこの語順が固定化したことを検証した。これは、英語の統語

構造が適応的に変化した結果であり、言語の文化進化の好例であると考えられる。こうした点について、2022 年９月

に開催された国際会議 The Joint Conference on Language Evolution にて研究成果を発表した。 



 最後に、現在本研究の総まとめとして BE 動詞の文法化に関する論考を執筆中であるが、その一部は 2023 年６月

に開催される近代英語協会 30 周年記念大会及び同年 10 月に開催される英語語法文法学会第 31 回大会にて、研

究発表を行う予定である。 
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